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概要
2009（平成 21）年改訂の高等学校学習指導要領（旧課程）で学んだ世代の大学新入生を対象にアンケート調査を
実施し、ICT活用と情報教育に対する意識と実態について分析・考察を行った。調査の結果、大学新入生の多くは
情報概念について、単なる ICT活用に留まらず、意味理解やコミュニケーションを含めて広くとらえていることが
確認できた。一方で、情報の知識を自ら知ろうとする意欲は必ずしも高くない。また、高等学校情報科で学んだこ
とを振り返ってもらうと、情報活用能力の育成が不十分で、タイピングやオフィススイートの活用といった、パソ
コンスキル学習が重視されている実態を確認することができた。2025年度からは 2018（平成 30）年改訂の新課程
で学び、情報科を「受験教科」として位置づけた世代が大学に入学するが、世代によって意識と実態が変化するか、
今後も調査を継続する。

1 はじめに
1.1 研究の背景
2018（平成 30）年に改訂された高等学校学習指導要
領 [1]は、2022（令和 4）年度から学年進行で実施が始
まった。情報教育に関しては、共通教科情報科の科目
が必履修科目「情報Ⅰ」と選択科目「情報Ⅱ」に再編さ
れ、原則としてすべての高校生が「情報Ⅰ」を履修す
ることとなった。この流れを受けて大学入試センター
は、2025（令和 7）年 1月に実施する大学入学共通テ
ストから出題教科に「情報」を追加すること [2] を決
定し、国立大学協会が国立大学の入学試験として共通
テストで「情報」の受験を原則必須とする [3]等、高等
学校における情報教育は大きな変革期を迎えている。
2018年改訂の教育課程（以下、便宜上「新課程」と
呼ぶ）が適用された高校生は、最初の世代が 2025年 3

月に卒業する。すなわち、2025（令和 7）年度入学生
はその多くが新課程の履修者であり、ひとつ前の 2009

（平成 21）年改訂の教育課程（以下、便宜上「旧課程」
と呼ぶ）を履修した世代は、その大多数が 2024（令
和 6）年度までに大学に入学している。大学入学者は

高等学校卒業直後の世代だけでなく、さまざまな世代
が含まれるので完全に一般化することはできないもの
の、多数を占める層に着目するならば、2024年度大学
新入生は旧課程を履修した最後の世代、2025年度大学
新入生は新課程を履修した最初の世代がそれぞれ主た
る層となり、制度上の変化に則して推察すれば、これ
らの年度間で変化が見られるものと期待される。
本研究は、高等学校の教育課程の変化に伴って、そ
こで学んで大学に進学した新入生が、どのような意識
と実態を持っているのかを調査し、比較検討すること
を最終的な目的として設定する。本稿執筆時点（2024

年 10 月）では新課程履修者はまだ高等学校を卒業し
ていないため、本稿では旧課程履修者を対象とした調
査を行い、今後の比較研究への足がかりとする。
1.2 研究の目的
本稿は、高等学校において 2009（平成 21）年改訂の
旧課程を履修した大学新入生を対象として、ICT活用
や情報教育についてどのような意識を持っており、ど
のような実態にあるのかを調査し明らかにすることを
目的とする。高等学校の教育課程や内容を対象とする
のではなく、それらによって学んだ卒業生すなわち大



学新入生を対象とし、学習者自身の意識や実態に着目
する点が、本研究の特徴である。
本研究は、来年度以降に実施予定である、新旧課程
それぞれを履修した大学新入生の意識と実態を比較検
討する研究の一部として位置づけられるが、丁寧な考
察を行うため、先行して独立した研究として実施する
ものである。

2 アンケート調査
本研究の目的を達成するため、アンケート調査を実
施した。調査の実施対象・方法等について、本節で詳
説する。
2.1 調査の対象者
アンケート調査は、筆者が所属する麗澤大学（以下、

「本学」と呼ぶ）の情報系科目のひとつである「情報リ
テラシー A」*1の受講生を対象として実施した。本学
は外国語学部、国際学部、経済学部に加えて、今年度
から経営学部と工学部を新設し、5学部体制となった。
この科目はすべての学部において 1年次必修科目とし
て位置づけられており、入学直後の第 1クォータで 17

クラスに分割して開講している。毎年若干名の再履修
者が含まれるものの、全学部の 1年生に悉皆調査を実
施することが容易であるため、この科目の担当教員の
協力を得て実施した。
2.2 調査の方法
アンケート調査は、Googleフォームを用いたオンラ
イン形式で実施した。回答の際は多重回答を避ける目
的でGoogleアカウントへのログインを必須としたが、
ログイン情報やメールアドレスは今回の分析では一切
用いていない。また、アンケート回答結果は授業の成
績に影響しないことを説明した上で回答を依頼した。
アンケートは第 1回または第 2回の授業（2024年 4

月 15～25 日）で実施した。授業履修者 850 名のうち
641名からの回答を収集し、回答率は 75.4%であった。
2.3 調査の内容
アンケート調査では、次の内容について調査した。

• 利用している ICT端末（BYOD端末、タブレッ
ト端末、スマートフォン）

• 自宅のネットワーク環境
•「情報」に対するイメージ
• 高等学校情報科の履修科目や学習内容

*1 カリキュラムの都合により「情報リテラシー」という名称で
開講している学部もあるが、科目名称・内容の差異は今回の
調査に影響を与えないため、本稿では「情報リテラシー A」
という名称で統一して表記する。

なお、本学では 2020（令和 2）年度入学生より、
ノートパソコンの必携化を実施しており、この端末を
BYOD端末と呼んでいる。
次節以降では、アンケート結果を「ICT活用の実態」
と「情報教育に対する意識」に区分した上で、それぞ
れについて調査結果を整理し、考察を行う。

3 ICT活用の実態
本節では、ICT活用の実態に関するアンケート調査
結果を分析し、考察を行う。
3.1 調査結果：BYOD端末の種類（OS）
大学新入生が所持しているBYOD端末の種類（OS）
を尋ねたところ、表 1のような結果が得られた。なお、
「Windowsと macOSの両方」を所持しているという
回答については、Windows と macOS それぞれに重
複してカウントしているため、複数回答の設問とみな
すことができ、回答者数に対する割合の合計は 100%

を超えることがある。また、この表には筆者らによる
先行研究 [4, 5]の調査で得られた結果として、2022年
度・2023年度入学生の値も参考として併記している。
先行研究では情報リテラシーの受講生のうち、約半数
のみを対象としていたので母集団が異なるものの、い
ずれの年度においてもおおむね同じような割合で推移
していることが確認できる。

表 1 BYOD端末の種類（OS）（複数回答）

調査年度 2024 2023 2022

Windows 482 124 132

（75.7%）（75.2%）（74.6%）
macOS 15 44 44

（25.0%）（26.7%）（24.9%）
その他 0 1 1

（0.0%） （0.6%） （0.6%）
（2022・2023年度は先行研究 [4, 5]のデータ）
（括弧内は回答者数に対する割合を示す。）

3.2 調査結果：タブレット端末とスマートフォンの所
有状況

パソコン以外の ICT 機器として、タブレット端末
とスマートフォンの所有状況（いずれも複数回答）を
問うたところ、表 2 のような結果が得られた。タブ
レット端末については 4分の 1を超える大学新入生が
iPadを所有しているものの、他の ICT機器ほどは普
及していない。スマートフォンはほとんどの大学新入
生が所有しており、8割を超える大学新入生が iPhone

ユーザであることが確認できる。



表 2 タブレット端末とスマートフォンの所有状況
（複数回答）

タブレット端末
種類 人数（割合）
iPad 176（27.5%）
Androidタブレット 15 （2.3%）
Windowsタブレット 21 （3.3%）
所有していない 447（69.7%）

スマートフォン
種類 人数（割合）
iPhone 541（84.4%）
Android 110（17.2%）
その他 5 （0.8%）
所有していない 1 （0.2%）

（括弧内は回答者数に対する割合を示す。）

3.3 調査結果：自宅のネットワーク環境
自宅のネットワーク環境の種類を尋ねたところ、表

3のような結果が得られた。なお、「携帯回線を使った
サービス」はモバイルルータに代表される、携帯電話
回線を使った無線 LAN環境を指す。

表 3 自宅のネットワーク環境の種類

種類 人数（割合）
光回線（FTTH、VDSL等） 188（29.3%）
ADSL 10 （1.6%）
CATVのインターネット 18 （2.8%）
スマートフォンのテザリング 10 （1.6%）
携帯回線を使ったサービス 6 （0.9%）
ネット環境はあるが 401（62.6%）
種類はわからない
ネット環境はない 6 （0.9%）
わからない 2 （0.3%）
（括弧内は回答者数に対する割合を示す。）

また、自宅でパソコンをインターネットに接続する
際の方法については、表 4 のような結果が得られた。
ネットワーク環境としては光回線のシェアが高いもの
の、種類がわからないと回答した大学新入生が 6割強
を占めている。パソコンのネットワーク接続方法は、
無線 LANの利用が主であることが確認できる。

*2 自由記述による回答のうち、有線・無線の区別等の詳細が確
認できずいずれの回答群にも含められなかったものを「その
他」とした。

表 4 自宅でパソコンをインターネットに接続する際の方法

種類 人数（割合）
有線 LAN 43 （6.7%）
無線 LAN 524（81.7%）
有線 LANと無線 LANの両方 1 （0.2%）
その他 *2 1 （0.2%）
自宅では接続しない 1 （0.2%）
（括弧内は回答者数に対する割合を示す。）

3.4 ICT環境の実態に関する考察
大学新入生の ICT 環境の実態を調査したところ、

ICT 環境について意識を向けている部分と向けてい
ない部分において、大きな差があることが明らかに
なった。
3.4.1 OSに対する意識の考察
自分の BYOD 端末やスマートフォンがどの OS を
使っているかについては、ほとんどすべての大学新入
生が意識できていると考えられる。BYOD 端末（パ
ソコン）は macOS よりもWindows のシェアが大き
く、スマートフォンにおいては iPhone（iOS）のほう
が Androidよりもシェアが大きい。
なお、Statcounter Global Statsが提供しているデー
タによると、2024年 4月の日本におけるOSシェアは、
デスクトップにおいてWindows が 72.69%、macOS

（OS X）が 11.02% となっている [6] ので、本学の新
入生も日本全体とおおむね似通った傾向にあることが
わかる。一方で、モバイル端末の OS シェアは、iOS

が 60.20%、Androidが 39.58%となっており [7]、本
学の新入生は日本全体と比較して iPhone のシェアが
高いことが確認できる。
本学の新入生が日本全体の傾向と異なる点について
は本稿では議論しないが、これらの結果からわかるこ
とは、多くの大学新入生が自分の端末の種類（OS）を
理解しているということである。OS の差はアプリ等
の違いにも直結するし、特にスマートフォンの場合は
ケース等のアクセサリを購入する際にも機種名の把握
が必須である。大学新入生自身の利用に必要な情報と
して、OSが意識されている可能性がある。
ただし、本調査ではより多くの大学新入生から正確
な回答を引き出すため、質問文中では「OS」という用
語を使わず「種類」と表現した。そのため、結果的に
OS に意識が向いているとしても、OS という存在そ
のものを正しく意識できているかどうかは確認できな
い。この点については、今後の追調査等で明らかにす
る必要がある。



3.4.2 ネットワーク環境に対する意識の考察
一方で、ICT端末の活用を支えるネットワーク環境
については、多くの大学新入生が意識を向けていない
ことが明らかになった。
自宅のネットワーク環境を問うた質問に対しては、

62.6%もの大学新入生が「ネット環境はあるが種類は
わからない」と回答した。一般的な家庭の場合、ネッ
トワーク環境は自宅に 1回線だけ引けば十分であると
考えられ、家族と同居している（いわゆる実家暮らし
の）大学新入生の場合は、ネットワークは家族が契約
しており、大学新入生自身はその契約に関与していな
いことも多いと推測される。また、一人暮らし等で自
分自身が契約した大学新入生においても、たとえば家
電量販店で勧められたサービスに深く考えず加入して
いるというケースもあるかもしれない。今回の調査で
はそのような理由までは読み取れないものの、半数を
超える大学新入生がネットワーク環境に関心を向けて
いないという実態が読み取れる。
3.5 ICT環境の実態に関する小括
これらの結果から、大学新入生は「知っておかない
と自分が困る」情報については意識を向けているもの
の、「知らなくても使える」情報については意識を向
けていないという実態が推察される。このことは、イ
ンターネット環境が大学新入生にとってすでに当たり
前のインフラとして認識されており、詳細を知らなく
ても使えればいいという認識まで普及・定着している
という肯定的な解釈もできよう。一方で、ネットワー
クについては高等学校情報科でもある程度は学ぶ内容
であり、日本の高等学校を卒業していれば最低限の知
識は学んでいるはずだが、それらの学びが定着してい
ない、あるいは学んだことが実生活と結びついていな
い、といった問題を抱えていることが考えられる。

4 情報教育に対する意識
本節では、情報教育に対する意識に関するアンケー
ト調査結果を分析し、考察を行う。なお、分析に際し
てはユーザーローカル AI テキストマイニング*3 に
よる分析（出現頻度順ワードクラウド）ならびに KH

Coder*4による分析（階層的クラスタ分析、共起ネッ
トワーク）を実施した。

*3 ユーザーローカル AIテキストマイニング
https://textmining.userlocal.jp/

*4 KH Coder　 https://khcoder.net/

4.1 調査結果：「情報」に対するイメージ
大学新入生に対し、「「情報」とはどんなものだと思
いますか？」という問いかけに自由記述で回答して
もらったものをテキストマイニングした結果を示す。
出現頻度順でワードクラウドを作成したところ、図 1

が得られた。問いかけ対象である「情報」を除くと、
「データ」「知識」といった類義語、「社会」「生活」と
いった日常との接続を想起させる語句、「パソコン」
「インターネット」といった ICTに関連する語句等が
観察できる。

図 1 「情報」とは何か（ワードクラウド）

同じ回答データに対して、階層的クラスタ分析を
行った結果を図 2 に示す。階層的クラスタ分析では、
7つのクラスタが抽出された。図の上から順に、「時代
に即した活用」「意味理解」「世の中の理解」「データ活
用」「知識とコミュニケーション」「よりよく生きる」
「選択手段」といった内容でクラスタリングされてい
ると考えられる。
また、共起ネットワークを生成した結果を図 3に示
す。この図では 7つのサブグラフが見出せるが、中央
から右上にかけて存在する大きなサブグラフからは、
データを扱って世の中の正しさ等を取捨選択すること
が読み取れる。また、左上のサブグラフから、情報が
生きることとつながりを持つことが示唆されている。
4.2 調査結果：情報の授業で学んだこと
大学新入生に対し、「高校での情報の授業で、あなた
はどのようなことを学びましたか。」という問いかけ
に自由記述で回答してもらったものをテキストマイニ
ングした結果を示す。出現頻度順でワードクラウドを
作成したところ、図 4が得られた。回答において、タ
イピング、Word、Excel、PowerPoint といったスキ
ルに関する単語が多く含まれていることがわかる。ま
た、プログラミングやネットリテラシーといった、コ
ンピュータ活用に関連する単語も見られる。
同じ回答データに対して、階層的クラスタ分析を



使いこなせる

時代

今

能力

多く

使う

悪い

良い

色々

簡単

意味

理解

世の中

知れる

取捨選択

行う

大事

扱う

正しい

用いる

いろいろ

伝える

データ

思う

内容

共有

重要

様々

取り入れる

知識

得る

物事

説明

出来事

今日

伝わる

ネット

人

意識

力

社会

便利

生きる

情報

大切

パソコン

知る

自分

一番

考える

選択

必要

生活

欠く

使いこなせる

時代

今

能力

多く

使う

悪い

良い

色々

簡単

意味

理解

世の中

知れる

取捨選択

行う

大事

扱う

正しい

用いる

いろいろ

伝える

データ

思う

内容

共有

重要

様々

取り入れる

知識

得る

物事

説明

出来事

今日

伝わる

ネット

人

意識

力

社会

便利

生きる

情報

大切

パソコン

知る

自分

一番

考える

選択

必要

生活

欠く

0.0 0.5 1.00481216

図 2 「情報」とは何か（階層的クラスタ分析）

行った結果を図 5 に示す。階層的クラスタ分析では、
6つのクラスタが抽出された。図の上から順に、「ネッ
トワークの仕組み」「オフィススイート」「スライド
ショー」「プレゼンテーション」「タイピング」「基礎知
識」といった内容でクラスタリングされていると考え
られる。
また、共起ネットワークを生成した結果を図 6に示
す。階層的クラスタ分析とよく似た傾向が見て取れ、
上部のクラスタはオフィススイート、中央やや下のク
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図 3 「情報」とは何か（共起ネットワーク）

図 4 情報科で学んだこと（ワードクラウド）

ラスタはネットワークの仕組みと基礎的スキルに関す
る内容に関連する語句が多く含まれていると考えられ
る。また、中央下には「タイピング」がほぼ独立する
ような形で見出されており、全体の中で大きな存在感
を持っていることがわかる。
4.3 情報教育に対する意識に関する考察
情報教育に関する意識を概観すると、多くの大学新
入生が、情報教育に対して「パソコンスキルを学ぶ教
育」として受け取っている実態が明らかになった。ま
た、その実態は、情報という概念に対する認識と齟齬
が生じている可能性もある。
4.3.1 情報概念のとらえ方に関する考察
「情報」に対する異するイメージの回答結果からは、
パソコンをはじめとする ICT 活用に関する記述も見
られたものの、意味理解やコミュニケーション、ある
いは我々の生き方そのものに関係する概念として情報
をとらえているものも多くみられた。すなわち、大学
新入生にとっての「情報」とは、ICTとの関わりを持
ちつつも、それだけに留まらない広い概念として意識
されていることが読み取れる。
そもそも情報とは広い意味を持った概念である [8]。
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図 5 情報科で学んだこと（階層的クラスタ分析）
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図 6 情報科で学んだこと（共起ネットワーク）

情報科学分野でよく参照される Shannon[9] の情報理
論や、哲学・倫理学を背景として Floridi[10]が整理し
ている GDI（General Definition of Information：情
報の一般定義）をはじめとして、ある程度知られてい
る理論もあるが、広く社会的に認知された唯一の定義
が存在するわけではない [11]。アンケートに回答した
大学新入生の多くが学んだ旧課程における高等学校情
報科の教科書においても、情報ということばあるいは

概念を定義していないものが多くあることが明らかに
なっている [12]。
このように学術的にも定義が困難である状況におい
て、大学新入生が情報をある程度多義的にとらえよう
としていることは、情報について幅広く学んでいく下
地があると考えることもできよう。
4.3.2 情報科で学んだ内容に関する考察
情報科で学んだ内容についての回答結果から、大学
新入生の多くにとって情報科が、パソコンスキル学習
を主とした学びであるととらえられていることが明
らかになった。特に、タイピングスキルやオフィスス
イート（Word、Excel、PowerPoint）の操作スキルに
重点が置かれていることが確認できる。
情報をコンピュータで扱う上で、タイピングスキル
やオフィススイートの操作スキルは当然必要であろ
う。しかし、それらのスキル習得に終始してしまい、
学んだスキルで何ができるか考え行動できるレベルに
到達できないとなれば、情報教育としては不十分であ
る。文部科学省（旧・文部省）は情報教育について、情
報活用能力を育成する教育であると定義し、「情報活用
の実践力」「情報の科学的な理解」「情報社会に参画す
る態度」の三観点をバランスよく育成することが重要
であるとしている。情報活用能力の三観点は 1997（平
成 9）年の会議報告書 [13]で示されてから現在に至る
まで使われており、当然ながら旧課程における情報科
も、情報活用能力の三観点の育成を目指すものである。
パソコンスキルは三観点のひとつである「情報活用
の実践力」を支えるための基礎スキルとして位置づけ
ることができるが、この観点はスキル習得だけでなく、
習得したスキルを活用してどのようなことを実践でき
るかまで意識したものである。すなわち、パソコンス
キルの習得だけでは情報教育の目標を達成することは
できない。
なお、本研究は大学新入生の意識と実態を調査対象
としているため、高等学校で実践されている情報科を
はじめとした情報教育がどのような状況になっている
のかを把握することはできない。実際の授業実践が、
情報活用能力の三観点をバランスよく育成している
可能性も当然考えられる。しかし、結果論としてパソ
コンスキルばかりが強く印象に残る授業だったとした
ら、授業実践そのもののあり方を見直す必要があるか
もしれない。この点については今後の検討課題である
が、本研究のような学習者側に対する調査では明らか
にすることがではないため、高等学校または教員を対
象とした別個の研究として計画する。



4.4 情報教育に対する意識に関する小括
これらの結果から、大学新入生は情報概念を広く捉
えることができており、学びの下地が整っている反面、
自分たちが学んできた情報科の学びは、パソコンスキ
ル学習が主であったと認識していることが明らかに
なった。「情報とは何か」について考えることと、「情
報教育で実際に学んだこと」の間に齟齬が生じている
ように見受けられる。
ただ、実際の大学新入生と接していても、情報概念
と学習体験の齟齬に意識を向ける学生や、それが何ら
かの形で影響を与えているような学生は見受けられな
い。調査等を行ったわけではないので推測にすぎない
が、大学新入生はそもそも、高等学校情報科を「情報
について学ぶもの」としてとらえておらず、「パソコン
スキルを学習する機会」として意識しているのではな
いだろうか。この点については今後改めて調査する必
要がある。

5 調査全体に対する考察
前節まで、アンケート調査結果を「ICT活用の実態」
と「情報教育に対する意識」に区分し、それぞれ分析
と考察を行った。本節では調査全体を通して、ICT活
用と情報教育に対する大学新入生の意識と実態につい
て考察する。
主に旧課程を履修した大学新入生を対象としたアン
ケート調査により、大学新入生の多くは「情報」とい
う概念に対して、単なる ICT 活用に留まらず、意味
理解やコミュニケーション等を含む広い概念としてと
らえていることが確認できた。このことは、情報社会
を生きる大学新入生が、日頃から情報概念に触れてお
り、（意識してか無意識かはわからないが）情報という
ものについて考える機会が存在していることを示唆し
ている。情報について学ぶ上で、大学新入生には十分
な素地があると考えることもできるだろう。
一方で、情報に関係する知識等に対して、自らすす
んで知ろうとする意欲は高くないことが、調査結果か
ら読み取れる。スマートフォンの種類（OS）のよう
に、自分自身に直接関わることは理解しているが、自
宅のネットワーク環境等、知らなくても平時は困らな
いようなことに関しては、意識を向けることが少ない
現状がある。これは情報教育に限ったことではないの
かもしれないが、身近なものごとに対して「使えれば
いい」という意識ではなく、それらの仕組み等を理解
した上で能動的に活用するような態度の育成が必要で
あると考えられる。

また、情報教育の核となる高等学校情報科の学びに
ついては、多くの大学新入生（高等学校卒業生）には
パソコンスキルの学習として記憶されているという現
状が明らかになった。情報教育の核を担う情報科とし
て、この状況は憂慮すべきと考える。教科の学習が、
実践の実態はどうであれ、学習者に本質的理解を感じ
させないで終わってしまっては、学習として不十分で
あろう。パソコンスキルの学習を全否定する必要はな
いが、単なるスキル習得だけでなく、習得したスキル
を情報の科学的理解に基づいて活用し、その結果とし
て情報社会に参画する態度を育成できるような、本質
的な情報教育の実践が求められている。

6 おわりに
本研究では、2009（平成 21）年改訂の高等学校学習
指導要領で学んだ世代の大学新入生を対象にアンケー
ト調査を実施し、ICT活用と情報教育に対する意識と
実態について分析・考察を行った。調査の結果、大学
新入生の多くは情報概念について、意味理解やコミュ
ニケーションを含めて広くとらえていることが確認で
きた。一方で、情報の知識を自ら知ろうとする意欲は
必ずしも高くない。また、高等学校情報科では情報活
用能力の育成が不十分で、パソコンスキル学習が重視
されている実態を確認することができた。
新課程で学んだ最初の高校生が卒業を迎える直前の

2025（令和 7）年 1月には、大学入学共通テストで「情
報」の試験が実施される。新たに「受験教科」となっ
た情報科の学習に対しては、出版業界や予備校等が数
多くの参考書や問題集を発行したり、模擬試験を実施
したりしている。学校現場でも、夏季補習等で情報の
入試対策を行っている高等学校が多数存在していると
聞いている。
情報科が「受験教科」となることは、授業がおろそか
にならず、教科の本質的な学習を推進することができ
るという点で、今後の発展が大いに期待できるところ
である。一方で、学習が受験対策に偏重してしまうと、
単にテストの点数を取るだけの学びに矮小化されてし
まい、学びの本質的意義を見失うことにもつながりか
ねない。高等学校情報科では、情報に対して学ぶ十分
な素地を持った高校生に対し、情報活用能力の育成と
いう観点に基づく本質的な授業を実践することを期待
する。そしてその学びの本質が高校生に理解され、大
学生になったときに「情報科で何を学んだか」と質問
されても、パソコンスキルだけでなく、それ以外の本
質的な学びの成果もあわせてを思い返すことができる



ようになってほしい。
新課程履修者が大学に入学したら、本研究で明らか
にしたような意識と実態が変化する可能性がある。こ
れらの変化については、本研究の調査を 2025（令和 7）
年度以降も継続実施し、比較検討することで今後明ら
かにしていく予定である。
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